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発 王 山 近 辺 の名 店 を続 々総 介 し孝す f  一 ―

< 今 回 は, 「二 宮 昼 店 」せんです>

今回 ご紹介するのは、「工宮員店 」さんです。広小
路通 りか ら固泰寺参道を本堂に向けて進むと、ほど
なく左手にみえて <る 二富畳店さんは、日召和元年倉」
業の老舗です。

二目畳店さんは、党玉山口環寺ゃ報山ハ購富律J用
選 とい ったことか らものかるように、まさに地域に
溶け込んだ畳店さん。先代の倉」業者は、日泰寺から
参道の管理を任されていた、当地の顔役だ ったよう
です。

「畠職AIむ死あきで修行」 と語るのは、五代 目の
正富―夫さん。それだけ技術習得が難 しいうえ、洋
霊の増力Bで昌の需要が減少する中、お店在止めて し
まう同業者も多いのだ とか。しか しながら二富畳店
さんが元気に活躍されているのは、やはり抗書熊か
らの信頼を勝与得ているからで しょう。

「畠勝とれ自体、太要隠れほ空気精静機」、「イグヤ
の香明に勝人の集中角を高めるPロ マ競果もある」、と
力説する工目さん。皆様も、畳の素晴らしさを今―

度愚い返 してみてはいかがで しょうか。
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